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2020年10月16日現在

上記書籍につき、以下の誤りがございました。ご迷惑をおかけしたことをお詫び申し上げます。

お手数をおかけいたしますが、お手許の書籍を訂正いただきますようお願いいたします。

訂正箇所 誤 正

別冊　P33　問題112　選択肢１解説
…吸引チューブの保管方法のうち、乾燥容器に
保管する乾燥法では、浸漬法に比べて短時間で
細菌が死滅する…

…吸引チューブの保管方法のうち、浸漬法で
は、乾燥容器に保管する乾燥法に比べて短時間
で細菌が死滅する…

別冊　P33　問題112　選択肢４解説
吸引チューブの洗浄水は、同一患者に使用する
場合に限り再使用が可能だが、24時間を目安に
交換する。

吸引チューブの洗浄水は、毎回、取り換える。

別冊P40　問題11　選択肢5
…義務付け等は、1998（平成20）年の改正で
設けられた。

…義務付け等は、2008（平成20）年の改正で
設けられた。

別冊　P76　問題25　選択肢３解説
小学校就学前の子が病気等をしたときには、年
に10日間の看護休暇を取得できる。

小学校就学前の子が病気等をしたときには、年
に5日間（2人以上の場合は年10日まで）の看護
休暇を取得できる。

・別冊P76　問題25　選択肢３について：子の看護・介護休暇制度は、令和3年1月1日より時間単位の取得も可能となります。


